
昭和36年1月16日第3種郵便物認可　昭和62年11月1日　第333号　（毎月1回1日発行1部30円）

臥
「
－
」
…
ー
ー
ー
－
ξ

No．333

11／62

禦灘区灘灘顯欝蕪難1難
祝賀会で奉奏された舞楽。演目は「還城楽」　（関連記事2－5面）

全日本仏教会



昭和62年11月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

　
塗
塗
箆
い

　
藪
駁
麟

麟
醐
　
嚢
麓

二
難

　
嫁
謬
W

筋
舞
W

駁
泌
顛
W

、
、
舞
W

顛
屡
屡
W

顛
顛
顛
W

炎
ゾ
飛
乾
ゾ

隙
議
顛
W

　全日本仏教会の財団創立30周年を祝う記念式典が、去る10月7日に開

催された。東京港区芝公園にある大本山増上寺にて記念式典・記念講演、

そして会場を移して東京プリンスホテル「鳳鳳の間」において祝賀会が

おこなわれた。予想をはるかに越える大勢の御出席をいただき、特に祝賀

会においては850余名が参集。大盛会となった。

　午後2時　記念式典開式。野口全仏事務総長の開式のことばに続いて、全仏関係

物故者追悼法要（写真）が厳修された。導師は浄土門主藤井実応硯下。雅楽に彩どら

れた法要は荘厳かつ華麗。偶然まぎれこんだ外人観光客は感嘆の声をあげた。

司会の籏本宏昌師

午
後
一
時

増
上
寺
大
殿
の
前
に
て
受
付
開
始

前
日
ま
で
の
雨
は
あ
が
り
、
天
候
も
上
々
。

関
係
者
は
ホ
ッ
と
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。

受付風景。肪れる人々に接待係は大忙し
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午
後
三
時
三
十
分
肥
念
馬
匹
。
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
の
梅
原
猛
氏
に
よ

る
記
念
議
演
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
講
題
は
「
日

本
仏
教
の
特
質
と
将
来
θ

　
聖
徳
太
子
、
最
澄
、
空
海
、
親
鶯
と
、
梅
原
人

間
学
と
も
い
わ
れ
る
日
本
仏
教
の
祖
師
た
ち
の

研
究
は
、
こ
の
テ
ー
マ
に
よ
っ
て
一
本
の
太
い

パ
イ
プ
で
結
ば
れ
、
日
本
仏
教
と
い
う
歴
史
の

奔
流
が
、
見
事
に
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。

肥
念
講
演
。
梅
原
猛
氏
の
明
快
な
口

調
は
、
さ
ら
に
熱
を
お
び
て
く
る
。

感
謝
状
を
授
与
さ
れ
る
鱒
淵
正
浩
園

内
陳
参
列
者
。
御
依
の
違
う
僧
侶
が
並

ぶ
の
も
全
仏
な
ら
で
は
の
風
景
で
あ
る
。

　
午
後
三
時
　
阿
部
野
全
癒
会
長
、
若
槻
理

事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
全
仏
功
労
者
表
彰
式
。

　
各
役
員
を
代
表
し
て
次
の
十
二
名
が
、
阿
部

野
全
仏
会
長
よ
り
感
謝
状
を
受
領
し
た
。

　
副
会
長
経
験
者
－
小
西
日
静
兵
庫
県
仏
会
長

・
沼
田
恵
範
仏
教
伝
道
協
会
発
願
者
／
理
事
長

経
験
者
－
鱒
淵
正
浩
浄
土
宗
宗
会
議
員
・
本
多

賢
純
真
宗
大
谷
派
宗
務
顧
問
／
事
務
総
局
職

員
経
験
者
－
安
本
利
正
曹
洞
宗
宗
会
議
員
・
野

田
英
隆
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
庶
務
部
長
／
各
種

委
員
経
験
者
－
井
上
日
宏
（
日
蓮
宗
）
・
岩
脇

宏
信
（
真
言
宗
豊
山
派
）
／
常
務
理
事
－
竹
中

玄
鼎
臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
総
長
・
江
田
廣
典

天
台
宗
宗
務
総
長
／
評
議
員
－
寿
山
良
知
高
野

山
真
言
宗
総
務
部
長
／
各
種
委
員
－
近
藤
隆
敬

（
真
言
宗
智
山
派
）
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）
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午
後
五
時
　
会
場
を
増
上
寺
か
ら
隣
り
の

東
京
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
移
し
て
、
祝
賀
会
の

受
付
が
始
ま
っ
た
。

　
祝
賀
会
の
出
席
者
は
約
八
百
五
十
名
。
本
会
・

加
盟
の
宗
派
、
都
道
府
懸
仏
教
会
、
諸
団
体
は

も
と
よ
り
、
大
使
館
、
マ
ス
コ
ミ
、
政
治
家
の

方
に
も
多
数
御
出
席
い
た
だ
き
大
盛
会
と
な
っ

た
。　
午
後
六
時
　
祝
賀
会
開
式
。
来
賓
入
場
、

三
帰
依
文
闘
訥
、
阿
部
野
竜
正
欝
欝
会
長
、
若

槻
修
道
全
仏
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
、
主
賓
祝
辞

に
続
い
て
、
舞
台
で
は
鏡
割
り
が
お
こ
な
わ
れ
、

広
瀬
静
水
日
置
連
理
事
長
の
御
発
声
に
よ
り
乾

杯
、
い
よ
い
よ
会
食
と
な
っ
た
。

鏡割り。左から渋谷有教師（真宗仏光寺派門主）、岩崎宗秀師（東京都仏教連合

会理事長）、アルジャール氏（ネパール国駐日特命全権大使）、亀谷荘司師（日本キ

リスト教連合会季員長N中村靖氏（自由民主党文教部会長）、吉田俊誉師（真言宗

豊山派宗務総長）、花木義光師（真言宗智山派宗務出張所長）、渡辺静波師（浄土真

宗本願寺派総長）。

司
会
の
樹
谷
淳
宣
師

　
午
後
七
時
　
宴
も
た
け
な
わ
と
な
り
、
舞

台
で
は
来
賓
の
祝
辞
が
続
い
た
。
政
治
家
諸
氏

も
次
々
と
か
け
つ
け
、
祝
辞
の
合
間
を
ぬ
っ
て
、

御
尊
名
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
午
後
七
時
四
十
分
舞
台
で
は
ア
ド
ラ
ク

シ
ッ
ン
の
舞
楽
が
奉
奏
さ
れ
た
。
浄
土
宗
、
曹

洞
宗
、
日
蓮
宗
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
、
天
台

宗
の
代
表
に
よ
る
合
同
奉
奏
で
、
初
め
て
の
試

み
で
あ
る
。
全
顎
な
ら
で
は
の
余
興
を
と
い
う

こ
と
で
企
画
さ
れ
た
。
（
表
紙
写
真
参
照
）

あ
い
さ
つ
を
す
る

阿
部
野
竜
正
全
仏
会
長

韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
会
長
か
ら
記
念
晶
を

受
け
と
る
若
槻
全
仏
理
事
長

　
　
御
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
方
一
敬
称
略
一

…
広
瀬
静
水
（
日
宗
連
理
事
長
）

．
識
力
（
自
民
党
全
国
組
織
委
員
長
）

　
ウ
ィ
ッ
チ
ア
ン
・
ワ
タ
ナ
ク
ー
ン
（
タ
イ
．

…
国
駐
日
全
権
特
命
大
使
）

・
平
川
彰
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

塘
庭
野
日
敬
（
立
正
佼
成
会
会
長
）

…
徐
義
玄
（
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
会
長
）

…
中
山
正
暉
（
衆
議
院
議
貝
）

…
小
坂
徳
三
郎
（
衆
議
院
議
員
）

剛
杉
山
令
肇
（
参
議
院
議
員
）

…
小
野
清
子
、
（
参
議
院
議
員
）

…
武
藤
嘉
文
（
衆
議
院
議
員
）

・
松
野
幸
泰
（
衆
議
院
議
貝
）

r
亀
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甦　　礫　　鯉鷹鶴璽∴　遇　「▽∵嘱

　立食パーティーならば数千人収容可能の東京プりンスホテル「鳳鳳の間」も、着席形式では、

820名が限度。850名の出席をいただいた今回の祝賀会では、会場隅々までテーブルが置かれ、自

分のテーブルを捜すのが一苦労。会場入口には、テーブルの位置を示すガイド板が設置された。

庭
野
日
敬
　
立
正
調
正
会
会
長

平川　彰　東京大学名誉教授瓦力自民党全国組織委員長

　
午
後
八
時
三
十
分
　
山
本
杉
全
仏
副
会
長

（
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
長
）
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
野
口
善
雄
鞍
懸
事
務
総
長
が
閉

会
の
辞
を
述
べ
、
祝
賀
会
は
お
開
き
と
な
っ
た
。

■　●　●

記
念
誌
発
刊
に
つ
い
て

　
　
全
日
本
仏
教
会
財
団
創
立
三
十
周
年
を
　
…

…
馨
釜
諺
誌
狐
蓮
…

…
－
委
員
の
方
々
に
よ
り
急
ピ
ッ
チ
で
編
集
が

鰹
鑑
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醗
撫
犠

…
す
・

縛
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具用院寺

　　　浅草通り五鳳会加盟店

燕鹸懇懇匡1商店
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

　　　電話　代表（841）4965
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、
ぜ

欝
離
法
華
倶
楽
部
建
設

　
株
式
会
社
法
華
倶
楽
部
に
よ
る
、
ネ
パ
ー
ル

王
国
ル
ン
ビ
ニ
ー
地
区
に
お
け
る
ホ
テ
ル
建
設

（
仮
称
ー
ネ
パ
ー
ル
王
国
ル
ン
ビ
ニ
・
ザ
・
バ

ー
ス
・
ホ
ッ
ケ
ホ
テ
ル
）
の
起
工
式
が
、
去
る

十
月
十
一
日
、
ル
ン
ビ
ニ
の
現
地
に
お
い
て
執

り
行
わ
れ
た
。

　
起
工
式
に
は
、
ネ
パ
ー
ル
王
国
観
光
省
の
パ

ン
デ
イ
観
光
大
臣
、
駐
ネ
パ
ー
ル
日
本
大
使
館

の
菊
池
参
事
官
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
代
表

カ
フ
レ
氏
、
法
華
倶
楽
部
副
社
長
小
島
澄
三
氏

ら
総
勢
四
十
二
名
が
出
席
。
本
会
か
ら
は
、
小

峰
立
丸
全
人
国
際
文
化
部
次
長
が
出
席
し
た
。

　
法
華
倶
楽
部
は
、
一
九
二
十
年
に
、
日
本
仏

教
徒
に
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
す
る
と
い

う
主
旨
の
も
と
に
京
都
に
創
設
さ
れ
た
会
社
で
、

現
在
、
日
本
国
内
に
十
六
店
、
海
外
に
一
店
（
イ

ルンビニーホテルの起工式

七
月
に
国
際
入
札
が
実
施
さ
れ
、

楽
部
が
ホ
テ
ル
建
設
の
権
利
を
得
る
こ
と
と
な

り
、
以
来
五
年
の
年
間
を
へ
て
よ
う
や
く
今
回

の
起
工
式
開
催
の
運
び
と
な
っ
た
。

　
立
地
条
件
、
労
働
条
件
等
多
く
の
課
題
を
か

か
え
て
の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
が
、
こ
の
法
華
倶

楽
部
の
ホ
テ
ル
建
設
は
、
ル
ン
ビ
ニ
i
整
備
計

画
の
進
行
に
一
石
を
投
ず
る
も
の
と
し
て
、
多

方
面
か
ら
大
き
な
注
目
を
進
め
て
い
る
。

　
さ
て
、
起
工
式
は
午
後
十
二
時
に
、
ネ
パ
ー

ル
国
王
、
王
妃
の
写
真
へ
の
献
花
か
ら
は
じ
ま

っ
た
。

　
続
い
て
来
賓
ス
ピ
ー
チ
。
あ
い
さ
つ
に
た
っ

た
、
バ
ン
デ
ィ
観
光
大
臣
は
、
「
ネ
パ
ー
ル
王
国

の
方
針
と
し
て
は
、
ネ
パ
ー
ル
の
巡
拝
聖
地
を

歴
史
的
、
宗
教
的
な
場
所
と
し
て
、
観
光
の
促

ン
ド
・
ラ
ジ
ギ
ー
ル
）

の
ホ
テ
ル
を
経
営
す

る
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン

で
あ
る
。

　
か
ね
て
よ
り
、
ル

ン
ビ
ニ
i
整
備
計
画

の
一
環
と
し
て
、
世

界
各
国
か
ら
参
詣
す

る
仏
教
徒
の
た
め
に
、

国
際
級
ホ
テ
ル
の
建

設
が
計
画
さ
れ
て
い

た
が
、
一
九
八
二
年

　
　
　
こ
の
法
華
尺

進
を
図
り
、
そ
の
保
全
、
復
旧
に
多
大
な
関
心

を
払
う
も
の
で
あ
る
。
ネ
パ
ー
ル
王
国
政
府
は
、

こ
の
観
光
促
進
に
必
要
な
す
べ
て
の
も
の
を
、

と
り
そ
ろ
え
て
い
く
旨
を
決
定
し
て
い
る
し
ま

た
、
「
観
光
事
業
は
、
ネ
パ
ー
ル
経
済
を
助
け

る
だ
け
で
な
く
、
同
国
の
未
開
発
地
域
の
経
済

発
展
の
誘
因
と
も
な
り
え
る
。
現
在
ネ
パ
ー
ル

へ
の
観
光
客
の
増
加
と
と
も
に
、
観
光
産
業
へ

の
投
資
も
増
加
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
こ
の
ホ

テ
ル
建
設
が
、
観
光
事
業
を
促
進
す
る
も
の
と

し
て
、
ネ
パ
ー
ル
王
国
と
し
て
も
大
き
な
期
待

を
寄
せ
て
い
る
こ
と
が
表
明
さ
れ
た
。

　
駐
ネ
パ
ー
ル
日
本
大
使
館
の
菊
池
参
事
官
は
、

「
政
府
機
関
以
外
か
ら
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
事

業
に
対
す
る
活
発
な
寄
付
行
為
は
、
釈
尊
生
誕

の
地
に
対
す
る
、
日
本
国
民
の
大
き
な
貢
献
の

結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
」
と
あ
い
さ
つ
。
ル

ン
ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
代
表
の
カ
フ
レ
氏
は
、
ル

ン
ビ
ニ
ー
開
発
計
画
に
、
友
好
各
国
及
び
、
非

政
府
団
体
よ
り
の
活
発
な
支
援
が
続
け
ら
れ
て

い
る
と
し
て
、
日
本
か
ら
の
貢
献
を
高
く
評
価

す
る
旨
を
述
べ
た
。

　
法
華
倶
楽
部
副
社
長
の
小
島
澄
三
氏
は
「
で

き
る
限
り
早
く
ホ
テ
ル
を
オ
ー
プ
ン
し
、
仏
教

徒
並
び
、
世
界
各
地
か
ち
の
方
々
の
聖
地
巡
拝

に
便
宜
を
図
り
た
い
」
「
ホ
テ
ル
完
成
は
、
ネ

パ
ー
ル
と
日
本
の
文
化
交
流
に
寄
与
し
、
ま
た

両
国
の
経
済
協
力
を
さ
ち
に
強
め
る
こ
と
に
な

る
と
信
じ
て
い
る
」
と
述
べ
、
大
き
な
拍
手
を

受
け
た
。

　
続
い
て
、
ネ
パ
ー
ル
仏
式
式
典
、
地
鎮
祭
が

行
わ
れ
、
起
工
式
は
午
後
二
時
に
盛
会
の
う
ち

に
終
了
し
た
。

　
な
お
、
ル
ン
ビ
ニ
・
ホ
テ
ル
は
、
一
九
八
九

年
九
月
ま
で
に
一
部
が
オ
ー
プ
ン
さ
れ
（
二
十

八
室
六
十
二
名
収
容
）
、
一
九
九
〇
年
の
春
に
全

館
（
五
十
六
室
百
二
十
六
名
）
オ
ー
プ
ン
の
予

定
。
ま
た
、
一
番
懸
念
さ
れ
て
い
る
雨
期
に
於

け
る
浸
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
土
台
を
一
m
ア

ッ
プ
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
て
回
避
さ
れ
る
と
み

ら
れ
て
い
る
。
建
設
施
行
に
つ
い
て
は
日
本
の

清
水
建
設
株
式
会
社
が
あ
た
る
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
新
槽
…
報

　
と
こ
ろ
で
ル
ン
ビ
ニ
ー
を
訪
れ
た
小
峰
全
仏

国
際
文
化
次
長
は
ル
ン
ビ
ニ
ー
計
画
に
関
し
て

次
に
掲
げ
る
四
点
の
新
情
報
を
持
ち
帰
っ
た
。

　
e
　
本
年
五
月
に
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト

は
韓
国
の
建
設
会
社
サ
ン
プ
建
設
と
契
約
し
、

博
物
館
（
イ
ン
ド
政
府
担
当
）
、
図
書
館
（
日

本
の
霊
友
会
担
当
）
、
中
央
友
情
橋
（
W
F
B

担
当
）
の
建
設
を
発
注
。
こ
れ
ら
の
起
工
式
が

十
月
十
四
日
に
行
わ
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
建

設
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
示
す
大
き
な
看
板
が
、

建
設
予
定
地
近
く
に
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
ロ
　
ス
リ
ラ
ン
カ
政
府
に
よ
る
巡
拝
者
宿
泊

施
設
の
建
設
が
進
ん
で
お
り
、
来
年
中
に
は
完

成
の
予
定
。

　
⇔
　
ル
ン
ビ
ニ
ー
ト
ラ
ス
ト
は
、
将
来
の
考

古
学
調
査
の
為
、
ネ
パ
ー
ル
の
考
古
学
者
を
海

外
に
派
遣
し
、
訓
練
さ
せ
る
こ
と
に
決
定
、
す

で
に
一
名
が
ド
イ
ツ
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
現
地
調
査
開
始
が
決
定
さ
れ
た
。

　
四
　
U
N
D
P
（
国
連
開
発
計
画
）
か
ら
の

ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
計
画
に
お
け
る
建
築
技
術
顧

問
と
し
て
、
日
本
の
千
代
田
化
学
工
業
株
式
会

社
の
長
浜
氏
が
派
遣
さ
れ
、
二
年
間
ル
ン
ビ
ニ

ー
に
常
駐
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

一6一
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部
落
差
別
が
今
日
な
お
被
差
別
部
落
の
人

人
の
上
に
厳
し
く
覆
い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
現

実
は
、
結
婚
や
就
職
等
に
お
い
て
具
体
的
に

あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
結
婚
・
就
職
等
に
関
す
る
身
元
調
査

が
今
も
輿
信
所
等
を
通
し
て
秘
密
裡
に
行
わ

れ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
被
差
別
部
落
の
若

い
人
々
の
前
途
が
無
惨
に
断
た
れ
た
り
、
時

に
は
尊
い
人
命
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
事
件
が

相
次
い
で
起
こ
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
差
別
調
査
が
、
寺
院
の
過
去
帳

や
、
寺
院
教
会

等
へ
の
問
い
合

わ
せ
と
い
う
手

段
で
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ

う
な
調
査
の
要

求
に
応
ず
る
こ

と
は
、
人
権
の

侵
害
に
つ
な
が

り
、
わ
け
て
も

…
▲
「
●
6
◇
色
7
●
⊥
9
6
亀
6
直
▼
6
色
7
邑
▼
ら
▲
▼
◎
～
…
‡

は
、
各
教
務
所
を
と
お
し
て
、
「
身
元
調
査
お

断
わ
り
」
（
同
和
問
題
に
と
り
く
む
宗
教
教
団

連
帯
会
議
作
製
）
の
プ
レ
ー
ト
を
配
布
、
よ

く
目
に
つ
く
場
所
へ
の
掲
示
を
依
頼
し
た
。

　
こ
の
プ
レ
ー
ト
掲
示
に
つ
い
て
は
、
た
と

え
ば
近
畿
連
吟
で
は
、
連
区
の
同
和
協
議
会

で
の
由
・
し
合
わ
せ
を
う
け
て
、
各
教
区
で
プ

レ
ー
ト
掲
示
状
況
の
追
跡
調
査
が
行
わ
れ
た

が
、
そ
の
結
果
、
ま
だ
掲
示
さ
れ
て
い
な
い

寺
院
が
、
か
な
り
の
数
に
上
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
‡
‡
6

部
落
史
研
究
所
や
部
落
解
放
研
究
所
等
が
設

立
さ
れ
、
ま
た
、
一
般
行
政
の
中
で
教
育
欄

干
会
、
同
和
推
進
協
議
会
等
の
か
か
わ
る
、

差
別
の
歴
史
の
掘
り
起
こ
し
が
す
す
め
ら
れ

る
な
か
で
、
部
落
史
、
差
別
史
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
過
去
帳
を
含
ん
だ
古
文
書
の

閲
覧
等
の
依
頼
が
な
さ
れ
て
く
る
ケ
ー
ス
が

出
て
き
て
い
る
。

　
過
去
帳
は
、
あ
く
ま
で
閲
覧
禁
止
を
原
則

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前

　　被
差
別
部
落
の
人
々
の
上
に
大
き
な
障
害
と

ゆロ

”
　
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
久

”　
し
く
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　　　
そ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
真
宗
大
谷

…
塗
骨
建
議
罐
綜
梅

　　

@
ま
た
一
九
八
一
年
に
『
真
宗
』
誌
上
で
「
身

　
元
調
査
の
拒
否
と
法
名
点
検
を
〃
」
と
題
し

…　て
、
当
時
大
き
く
問
題
に
さ
れ
た
差
別
法
名

　
　
（
戒
名
）
を
と
り
上
げ
て
、
身
元
調
査
の
拒

搾
を
促
セ
そ
の
後
さ
ら
に
一
九
八
四
年
に

　
　
6
1
巳
▼
直
▼
2
6
ε
6
6
；
6
・
◆
噸
▲
▼
も
6
ら
忠
◆
‡
零
◎
…

”
真
宗
大
谷
派
に
お
け
る
過
去
帳
の

　
　
閲
覧
禁
止
と
身
元
調
査
拒
否
運
動
”

真
宗
大
谷
派
同
和
推
進
本
部
委
員
谷

　
ま
た
、
過
去
帳
の
取
り
扱
い
に
し
て
も
、

不
適
切
な
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
確

認
さ
れ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
同
和
推
進
本
部
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
総
括
・
反
省
し
、
今

新
た
に
、
全
寺
院
が
同
和
学
習
を
行
う
な
か

で
、
過
去
帳
の
閲
覧
禁
止
、
身
元
調
査
拒
否

の
趣
旨
を
確
か
め
、
こ
の
運
動
に
尽
力
す
る

よ
う
要
請
し
て
い
る
。

　
一
方
、
近
年
、
部
落
解
放
運
動
の
進
展
・
・

部
落
史
研
究
の
深
化
に
と
も
な
い
噛
各
地
で

　
　
　
　
6
1
9
△
7
●
・
も
◆
6
ー
サ
・
●
▲
▼
‡
ら
…

真
理

述
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
、
差
別
の
歴
史
を
明

ら
か
に
し
、
部
落
解
放
、
人
間
解
放
の
歴
史

を
築
い
て
い
く
努
力
の
一
環
で
あ
り
、
部
落

解
放
に
資
す
る
研
究
や
調
査
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
場
合
、
資
料
と
し
て
の
閲
覧

を
許
可
し
、
研
究
に
協
力
し
で
い
か
ね
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
。

　
た
だ
し
そ
の
場
合
、

ω
研
究
・
調
査
の
責
任
主
体
と
そ
の
目
的
が

　
部
落
解
放
運
動
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で

　
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

；

ε
▲
y
●
6
2

②
劉
羅
提
供
を
灘
灘
邸
、
」

　
い
て
、
い
ず
れ
そ
れ
が
活
字
化
さ
れ
て
発

　
表
さ
れ
る
可
能
性
も
十
分
考
え
ら
れ
る
と

　
こ
ろ
か
ら
、
閲
覧
、
資
料
提
供
の
依
頼
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

㈹　と
い
う
諸
点
を
明
ら
か
に
セ
研
究
協
力
L

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

な
く
、
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、

解
放
運
動
、
研
究
に
協
力
す
る
た
め
で
あ
る
。

　
一
方
で
閲
覧
を
禁
じ
、
一
方
で
、
あ
る
場
　
・

倉
は
閲
覧
を
許
可
す
る
と
い
う
の
は
、
一
　

見
矛
盾
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
　
崩

ま
た
積
極
的
に
う
け
と
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
　
”

て
い
有
　
　
　
　
隔
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…
記
念
式
典
、
厚
く
御
礼
…

　
今
回
の
回
歴
財
団
創
立
三
十
周
年
記
念
式
典

に
つ
き
ま
し
て
は
、
大
変
多
く
の
皆
様
の
御
協

賛
、
御
協
力
、
御
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
御
協
賛
は
も
ち
ろ
ん
、
出
席
者
動
員
に
も
御

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
本
会
加
盟
の
宗
派
、
前

仏
、
諸
団
体
の
皆
様
。
御
協
賛
い
た
だ
き
ま
し

た
諸
寺
院
、
諸
企
業
の
皆
様
。
勧
募
、
式
典
運

営
等
に
多
大
の
御
尽
力
を
い
た
だ
い
た
実
行
委

員
の
皆
様
。
御
多
忙
中
に
も
関
わ
ら
ず
司
会
を

務
め
て
下
さ
っ
た
籏
本
師
、
四
谷
師
、
旗
本
浩

子
さ
ん
。
祝
宴
会
場
で
進
行
を
担
当
し
て
く
れ

た
逸
見
師
、
そ
し
て
藤
木
師
、
村
松
師
、
坂
本

師
。
式
典
会
場
で
接
待
役
を
務
め
て
い
た
だ
い

た
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
の
皆
様
。
会
場
設
営

　
　
　
ム
●
T
▲
軍
邑
曇
且
▲
一
▲
幽
思
5
？
ム
雪

に
御
尽
力
い
た
だ
い
た
大
本
山
増
上
寺
の
皆
様
、

そ
の
他
に
も
、
受
付
を
手
伝
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
実
行
委
員
の
奥
様
方
、
長
谷
川
弁
護
士
事

務
所
の
町
田
さ
ん
、
鳴
美
さ
ん
、
日
本
仏
教
保

育
協
会
の
山
田
さ
ん
、
準
備
に
連
日
夜
遅
く
ま

で
お
手
伝
い
い
た
だ
い
た
長
谷
川
師
、
日
本
宗

教
連
盟
の
神
田
さ
ん
、
そ
し
て
高
木
さ
ん
、
山

本
さ
ん
。
そ
の
他
に
も
多
く
の
方
々
。
そ
し
て

当
日
御
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
一
人
一
人

に
、
こ
の
紙
面
を
か
り
ま
し
て
哀
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　
（
全
仏
事
務
局
一
同
）

川
田
聖
見
師
（
元
全
仏
副
会
長
）

十
月
十
九
日
、
八
十
六
歳
で
遷
化
。

元
真
言
宗
豊
山
派
管
長
。
元
総
本
山
長
谷
寺

化
主
。

美
山
三
夏
録
事
≦

一
日

五二
日日

七六
日日

八
日

　
九
日

十
一
日

（
十
月
）

局
内
会
議

記
念
誌
編
集
委
員
会

記
念
式
典
総
務
委
員
会

黄
葉
宗
晋
山
式
出
席

埼
玉
県
佛
教
徒
大
会
出
席

記
念
式
典
式
典
委
貝
会

全
州
財
団
創
立
三
十
周
年
記
念
式

典同
和
委
員
会

法
律
相
談
室

記
念
誌
編
集
委
貝
会

念
法
真
教
支
院
入
仏
落
慶
法
要
出

席
（
鳥
取
）

法
華
倶
楽
部
ル
ン
ビ
ニ
ー
ホ
テ
ル

十十十十十十十
ニー九六四三二
日日日日日日日

二
＋
四
日

二
＋
五
日

二
十
七
日

二
十
八
日

三
十
日
～
三
十
一
日

　
1
6
？
盈
蟹
且
●
？
▲
雪
糞
ム
●
T
ム
雪
4

起
工
式
出
席
（
ネ
パ
ー
ル
）

局
内
会
議

記
念
誌
編
集
委
貝
会

真
言
宗
智
山
派
管
長
晋
山
式
出
席

記
念
誌
編
集
委
貝
会

解
放
同
盟
基
本
法
講
座
出
席

記
念
誌
編
集
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
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山一のサンライ勃は、ご家庭のパ

ソコンでリアルタイムの証券情報を

見ながらその場で売買注文もでき

る画期的なサービスシステムです；

●リアルタイム株価などの証券情報が得られま実

●株価チャートをご覧いただけます』

●ご家庭で株式の売買注文ができます』

ご利用時間　朝7：00～翌朝1：00
（日曜・祝祭日および第2・3土曜日はご利用になれませ編）

崇平日8：00－18：00楽土曜（第2・3を除く）8：00－14：00

「サンライン」専用お問合わせ電話（通話料金無料）

容（局番なし）0120－001234

お近くの山一謹券でもお問合わせ・お申込みを承ります。

お気軽にご相談ください。
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